
Ｖプロジェクト レストラン訪問レポート 
○インタビュー先 
タイ料理レストラン ラナハーン 守山店  
 TEL 077-583-2841  
 営業時間 11:30～14:00 18:00～24:00(L.O.23:00)  
 定休日 不定休  
 住所 守山市勝部 1-19-16 守山ＳＫビル １Ｆ  

 

 
○メニュー（一部のみ記載。変更がある場合もあります。） 
   トートマンプラー 魚のすり身のさつま揚げ 
   ポーピアトート タイ風春巻き  
 パッペッガイ 鶏肉の生コショー風味炒め 
 パッペッタレー シーフードの生コショー風味炒め 
 ヤムウンセン 春雨のスパイシーサラダ 
  ヤムネム 自家製すっぱいソーセージのサラダ 
  ヤムマクア ナスビのスパイシーサラダ 
  ソムタムタイ 青いパパイアのサラダ バンコク風 
 



○インタビュー 
タン・スイシャン（マレーシア国籍）：龍谷大学に私費留学 
 
どうして日本、守山に来たか？ 
→日本語をマスターするために。学費を自分で支払わないといけなかったので、学費が調

べて一番安かった龍谷大学に入学。そのため、瀬田に住んで守山でアルバイトをしている。 
（龍谷大学にはたくさんの外国人留学生が在籍している） 
 
何年、守山にいるか？ 
→現在４年目 
 
日本での生活で困ったことはありますか？ 
→特にない。日本人はやさしい。日本に友人もたくさんいるし、友人とはよくカラオケに

行く。ただ、時々マレーシアの料理が食べたくなる。 
 
日本とマレーシアの生活の違いは？ 
→日本の生活の方が忙しいように感じる。でも忙しい生活も嫌いではない。 
 
日本に来て一番うれしかったことは？イヤだったことは？ 
（大学入学前は、日本語学校に通っていたので、）日本の大学に入れたこと。イヤだったこ

とは特にないが、最初、関西弁がわからなくて苦労した。今では標準語と関西弁の違いが

分かる。 
 
マレーシアと日本と女性だとすると、どっちが好き？ 
→日本人女性の方がやさしいので好き。日本人の女性の方がこちらの気持ちを考えてくれ

る。 
 
大学を卒業したら、何かしたいですか？ 
→貿易関係の仕事を日本でしたいと思っている。 
 
このお店のお勧めは？ 
→辛いのが大丈夫であれば、レッドカレーがお勧め。（辛さは調節できるので、注文の時に 
お申し付けください。） 
コックさんは、全部の料理がお勧めってことでした。 



○ レストランでの感想 
平成１８年度３次隊 

ボツワナ共和国、マウン技術短期大学 配属 
コンピュータ技術 高楠 悟史 

電話でアポイントをとってからお店に行きましたが、 
電話でうまくこちらの事を伝えきれておらず、インタビューさせてもらえるかどうか不安

でしたが、とても優しい日本人の定員の方が丁寧に対応いただきました。 
店内のインテリアもタイのものがたくさん飾ってあり、料理も本格的なタイ料理でタイ好

きな人にはたまらないレストランでした。瀬田店もあるようです。 
サービス係りの大学生アルバイト君にインタビューしているときに、ふと自分の隊員時代

を思い出しました。隊員時代の自分は周りの人からこんな風に思われていたんだろうかと

感じました。日本で働く外国人は、任国で活動していた自分の立場なのだとはっきりと認

識できた瞬間でした。しかし、大学生アルバイト君がしっかり日本語を話し、きびきび働

いている様子を見ると、自分ももっと隊員時代に頑張れたのかなと少し反省しました。 
たぶん、協力隊に参加していなければこういった視点で、日本に住まれている外国人の方

と接することは無かったので、これからもこういった機会を大事にとらえていきたいなと

考えています。 
アフリカでは食べ物が全く日本と違い、時々日本食が恋しくなりましたが、 
アジア隊員はいつでもレストランにいけばこのような料理が食べれていたんだと思うと今

更ながら少し羨ましくなりました。料理を食べるときに、高木さんはもち米を手で捏ねて

食べるのを見て、さまになっているなと感心しました。 
 

平成１８年度３次隊 
ベトナム国フエ市、フエ職業専門短期大学 配属 

観光業 高木 佳子 
コックさん（タイ人）も、サービス係りの大学生アルバイト君（マレーシア人）もたくま

しく日本を生きているなぁ・・って、思いました。「何か困っていることありますか？」と

か、「日本人の友人はいる？」などは、こちらの思い込みから質問でした。同じお店で働か

れている日本人の方から、「外国で外国人と仕事をするのはどうだったか？」とかなり聞か

れて、どちらかというと「外国人と働いる日本人のお悩みを一緒に悩める」のが、隊員 OV
のようにも感じました。 
インタビュー後、お店でソムタムタイ、レッドカレー、もち米とデザートを頂きました。

どれも本格的なタイの味でしたが、レッドカレーを注文する時に、辛さが選べて、普通と

辛いとタイの辛さと言われ、本場の辛さは別次元なんだと感じました。 


